
二
九
O

薬
剤
に
ふ
る
雑
草
の
騒
除
試
験
第

三

報

苗

代

除

草

就

き

て

の

農
由
宇
博
士

近

藤

ー昆

良E

太

笠

安

夫

原

て
緒

雷

、J

伊
藤
氏
口
《
大
正
一

O
年
V

は
、
北
海
道
農
事
試
験
場
に
於
て
、
水
田
雑
草
の
マ
ツ
パ
キ
N
E
S
S寸

S.2haさ
(
ど
戸
切
・
の
駆
除
に

は
硫
酸
織
の
二

O
M液
を
二
回
撒
布
す
る
に
よ
り
て
、
始
め
て
効
果
を
現
す
。
又
石
次
窒
素
は
反
省
一
五
貰
に
於
て
、
マ
ツ
パ
ヰ
防
除
の
効
果

を
示
し
た
り
。
而
し
て
石
衣
室
識
の
効
巣
は
硫
酸
践
に
優
る
を
見
た
り
と
。
又
、
苗
代
に
ア
ヲ
ミ
ド
ロ
費
生
の
時
は
、
十
分
に
水
を
湛
へ
、

一
坪
に
封
し
硫
酸
側
一
匁
の
割
合
に
て
、
稀
薄
溶
液
中注
調
製
撒
布
す
れ
ば
、
ァ
，
オ
ミ
ド
ロ
は
直
ち
に
死
誠
し
、
苗
に
は
何
等
の
影
響
無
し
と

一冨ふ。寺
樺
民
∞
(
昭
和
五
年
〉
は
苗
代
に
費
生
す
る
ミ
ヅ
ハ
ョ
・ペ
門
川
島
町
民
主
目
宏
之
宮
白
雲

ωき
司
・
を
、
硫
酸
ア
ム
モ
=
ヤ
の
浪
厚
た
る
溶
液
を
用
ひ

て
駆
除
し
得
べ
し
。
水
に
博
す
べ
き
硫
安
の
量
は
水
一
合
に
晴
天
の
時
は
五
匁
以
上
、
曇
天
の
場
合
は
一

O
匁
以
土
佐
博
し
て
、
坪
首
ニ
ム
口
'

を
撒
布
す
べ
し
と
。

、，，，

、

相
本
氏
。
ハ
昭
和
九
年
》
は
苗
代
に
於
て
、
積
極
子
賞
芽
一
週
間
後
に
、
石
友
を
一
二
・
一
二
平
方
米
嘗
六
六
二

l
七
四
五

g
を
施
せ
ば
、
雑
草



J 

， 

そ
荷
ん
巴
完
全
に
近
く
挽
減
し
得
る
と
同
時
に
、
稲
苗
の
職
既
存
を
良
好
な
ら
し
む
と
伊

右
三
文
献
に
よ
る
も
.
水
制
苗
代
の
雑
草
駆
除
に
、
石
炭
輩
索
、
硫
酸
館
、
硫
酸
ア
ム
モ
ュ
ャ
、
石
夜
等
が
有
琉
な
る
が
如
し
，
此
地
方

に
於
て
は
、
首
代
に
雑
草
が
多
量
に
蛮
生
す
る
も
、
農
家
は
稗
抜
を
行
ふ
程
度
に
止
め
、
そ
の
除
草
に
つ
き
で
は
敢
て
意
を
用
ふ
る
も
の
な

し
・
雑
草
の
磐
し
き
費
生
は
苗
の
生
育
を
阻
害
し
、
向
挿
棋
の
時
相
官
多
く
の
雑
草
が
首
に
伴
ひ
て
停
播
し
、
本
聞
の
雑
草
費
生
を
助
長
す

る
を
見
る
な
り
。
よ
っ
て
簡
皐
な
る
苗
代
除
草
の
方
法
を
知
ら
ん
と
し
て
、
昭
和
二
ハ
年
に
薬
剤
或
は
特
殊
肥
料
を
用
ひ
て
、
除
草
試
験
を

行
ひ
た
る
な
り
。
以
下
そ
の
結
果
を
報
告
せ
ん
と
す
。

二、

試

臆

の

方

法 ，

一
、
首
代
試
験
直

倉
敷
地
方
一
般
に
行
ふ
普
通
の
水
苗
代
に
し
て
、
肥
料
と
し
て
、
五
月
下
旬
に
棉
賓
粕
坪
賞
八
O
匁
、
過
燐
酸
石
友
一
ニ
O
h地
、
草
木
友
八

oh地
を
施
し
た
り
。
但
し
石
次
空
素
或
は
硫
安
を
撒
布
せ
し
直
は
棉
賓
粕
を
施
朋
せ
歩
。
各
試
験
直
共
に
(
硫
安
撒
布
直
を
除
く
V

追
肥
と

し
て
、
六
月
中
旬
に
硫
安
八
復
、
棉
賞
粕
ニ

O
匁
を
撒
布
せ
り
。

-
直
を
五
分
の
一
坪
宛
に
た
し
て
、
試
験
車
を
設
け
、
浸
水
せ
る
旭
種
の

親
種
を
五
月
九
日
に
播
下
せ
り
。

二
、
撒
布
礎
剤
及
肥
料

硫
酸
第
一
錦
、
硫
酸
、
聾
素
酸
加
盟
、
盟
化
加
皇
、
苦
堕
汁
、
石
友
、
石
友
章
索
、
及
硫
安
の
溶
液
を
第
て
二
、
一
ヱ
表
の
湿
度
に
た
し

-
て
、
如
露
に
て
撒
布
せ
り
。
石
友
及
び
石
衣
室
棄
は
手
に
て
撒
布
せ
り
。
右
の
如
く
撒
布
す
る
時
に
は
、
苗
代
の
水
を
落
し
た
る
が
、
撤
布

軍
需
剣
に
よ
る
雑
草
の
崩
除
試
駿

第
三
鰻

二
九



第

回

五
月
二
四
日

第

回

六
月
三
日

第

回

六
月
一
六
日

察
劃
用
に
よ
る
雑
草
の
願
除
試
駿

第一-一線

一
一九
二

後
翌
日
に
は
叉
水
没
湛
へ
た
り
。

三
、
撒

布

時

期

四
、
調

査

薬
剤
撒
布
又
は
施
肥
後
、
市
代
期
間
時
三
阿
及
び
雑
草
の
吠
態
を
調
査
し
、
叉
本
国
に
一

O
O株
宛
縛
軸
伏
し
て
、
稲
の
生
育
並
に
牧
量
を

調
査
し
た
り
。
首
地
方
の
苗
代
雑
草
は
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
、
ア
ゼ
ナ
、
マ
臥
f

パ
牛
、
キ
カ
シ
グ
サ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
類
、
ヒ
ヱ
類
、
サ
ナ
ヘ
タ
ヂ
、

コ
ナ
ギ
、
ア
プ
ノ
メ
、
ア
ヲ
ミ
ド
ロ
、
ウ
キ
ク
サ
等
に
し
て
、
就
中
ミ
ゾ
ハ
・コ
ペ
が
最
も
多
く
叢
生
す
る
た
り
。

-
-
守
第

回

試

験

五
月
二
四
日
に
硫
酸
鋭
、
盟
素
酸
加
虫
、
石
次
空
素
、
硫
安
、
石
次
を
第
一
表
に
示
す
が
如
き
分
量
に
於
て
施
用
し
、
五
月
一
一
六
日
、
同

一
一
二
目
、
六
月
四
目
、
同
一
一
一
目
、
二

O
日
に
苗
の
生
育
欣
態
並
に
雑
草
の
扶
態
を
調
査
し
、
六
月
二
五
日
の
苗
の
犬
さ
を
調
べ
、
本
闘
に

式
月
二
六
日
一

O
O株
を
移
植
し
て
、
成
熟
後
十
一
月
七
日
に
中
央
の
稲
株
二

O
株
を
牧
穫
し
て
そ
の
牧
量
を
調
査
し
た
り
。
そ
の
結
果
は

第
一
表
に
一
本
す
が
如
し
・

苗
が
高
さ
一
ニ
・
!
五
叩
、
一
二
業
時
代
に
右
薬
剤
を
撒
布
し
た
る
が
、
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
雑
草
に
針
し
て
最
も
効
果
あ
る
は
石
友
窒
素
反
嘗

一
五
賞
医
及
び
硫
安
一
ニ

O
M坪
富
二
立
匿
な
り
。
共
弐
に
効
果
あ
る
は
硫
酸
第
一
磁
の
各
波
度
溶
液
、
聾
素
酸
加
重

0
・聞
dw及
び

0
・
五
%

溶
液
、
石
次
空
素
反
古
一

O
賞
、
硫
安
一

O
l
二
五
%
溶
液
の
坪
賞
二
立
施
周
た
り
。
石
茨
は
検
背
早
川
則
効
果
が
殆
ん

E
認
め
ら
れ
ぎ
り
8
4



然
る
に
Lr
等
の
内
、
石
友
窒
素
及
び
堕
素
酸
加
塁

0
・叫し

0
・
五
%
慮
理
の
苗
は
著
し
く
容
せ
ら
れ
、
一
部
枯
死
叉
は
生
育
不
良
な
り
。
又

硫
安
一
五
%
及
び
そ
れ
以
上
の
場
合
に
は
、
首
は
事
門
出
来
と
な
り
丈
、
徒
長
せ
り
。
設
に
硫
酸
第
一
蟻
の
み
は
、
首
に
害
無
く
し
て
、
除
幕

的
効
果
が
良
好
な
る
を
認
め
た
り
。

首
堂
本
固
に
一

O
O株
挿
挟
生
育
せ
し
め
、
そ
の
中
央
に
生
育
し
た
る
稲
二

O
株
を
刈
取
り
て
調
査
し
た
る
結
果
を
見
る
に
、
硫
酸
織
一

OMN
及
び
二

O
d
w直
、
盤
素
酸
加
里

0
・三

dm医
、
石
友
窒
素
五
貫
直
、
硫
安
二
五

uw直
、
石
友
一

O
O貫
匪
等
は
標
準
よ
り
も
稲
の
組
重

園
、
第

ーー
回

試

験

に
於
て
、
亦
穀
牧
量
に
於
て
劣
ら
や
、
殊
に
硫
酸
蟻
一

O
M及
二

O
M肢
の
良
好
た
る
を
認
め
た
り
。
但
し
一
二

O
M直
は
著
し
く
不
良
な
り

き
此
試
験
の
み
に
よ
れ
ば
、
除
草
の
効
果
あ
り
て
、
稲
の
生
育
に
害
な
く
穀
牧
量
の
多
き
は
硫
酸
蹴
一

O
lこ
o
d
w、
聾
素
酸
加
盟

0
・
三
%

及
び
硫
安
二
五
dm直
た
り
き
。

六
月
四
日
に
硫
酸
館
、
盟
素
酸
加
里
、
石
茨
窒
議
、
硫
安
、
臨
化
加
里
及
び
音
盤
汁
を
第
二
表
に
掲
げ
た
る
分
量
に
於
て
施
用
し
た
り
。

車
京
剤
に
よ
る
雑
草
の
踊
除
諒
駿

第
三
組
問

二
九
一
二

そ
の
結
果
、
首
の
生
育
.
雑
草
紙
態
、
及
び
栢
の
牧
量
は
第
二
表
の
如
し
・

第
二
表
に
よ
れ
ば
、
首
及
び
雑
草
に
劃
し
て
は
、
硫
酸
繊
並
に
硫
安
は
、
第
一
固
と
同
様
の
結
果
を
示
し
た
り
。
今
回
は
堕
素
酸
加
盟
の

0
・
一
一
一
%
取
も
苗
を
害
し
た
り
。
と
れ
前
聞
に
異
れ
り
。

聾
化
加
里
一

o
d
"は
稲
首
に
容
な
く
し
て
、
雑
草
を
ば
殆
ん
芝
枯
死
せ
し
め
た
担
。
二

O
Mは
首
に
鞘
有
害
た
り
き
。



苦
畳
汁
は
五

O
d
m溶
液
に
て
は
、
苗
に
容
な
く
し
て
、
大
部
分
の
雑
草
を
枯
死
せ
し
め
た
り
。
そ
の
原
液
は
少
し
く
苗
を
容
し
、
雑
草
を

薬
剤
に
よ
る
‘
雑
草
の
踊
除
試
駿

第一一一縄問

二
九
四

全
部
枯
死
ぜ
し
め
た
り
。

牧
穫
物
調
奈
の
精
巣
に
よ
れ
ば
硫
酸
館
三

O
Mは
成
績
良
好
な
り
。
之
は
前
回
に
一
致
せ
歩
、
一

O
d
wも
可
な
り
の
良
成
績
な
り
。
前
回

と
今
回
と
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
硫
酸
餓
は
一

O
%、
ニ

O
Mは
除
草
の
効
果
あ
り
て
、
稲
の
生
育
及
び
牧
量
に
悪
影
響
た
き
を
認
む
る
た

り
。
盛
素
酸
加
盟
は
稲
の
生
育
並
に
牧
量
上
に
悪
影
響
あ
り
。

石
衣
室
素
反
省
八
貫
直
は
苗
を
甚
し
く
害
し
た
り
。
前
回
五
貫
直
は
首
に
は
多
少
害
あ
り
し
も
後
に
快
復
し
て
牧
量
多
く
差
支
無
き
如
く

た
り
し
も
、
八
貫
医
は
有
害
な
り
き
。

硫
安
一

O
%、
及
二

O
d拘
置
は
苗
が
育
出
来
と
な
り
て
、
稲
綿
牧
量
は
大
な
る
も
、
穀
牧
量
に
於
て
は
多
少
減
少
し
た
る
が
如
し
。

聾
化
加
里
直
は
苗
及
び
楢
の
生
育
上
に
多
少
有
害
な
る
が
如
き
も
、
牧
量
に
は
左
程
の
容
な
し
・

苦
盛
汁
は
苗
に
多
少
の
害
あ
り
た
れ
ど
、
牧
量
に
於
て
組
重
は
少
き
も
穀
重
は
輔
多
か
り
を
。

此
試
験
に
於
て
・
除
草
の
効
果
あ
り
て
苗
に
左
程
の
答
無
か
り
し
は
、
硫
酸
磁
一

O
lコ一
O
M、
硫
安
一

O
lこ
O
M、
蟻
化
加
盟
一

o
u

苦
幽
理
汁
五

O
d
m
Eた
り
。

玉
、
第

ーーー
回

試

験

六
月
一
六
日
に
薬
剤
を
撒
布
し
た
り
。
と
の
結
果
は
第
三
表
の
如
し
・

今
珂
は
明
れ
の
撒
布
直
も
苗
生
多
少
害
し
た
り
。
と
れ
苗
の
生
育
時
期
に
開
係
せ
し
も
の
な
る
ホ
。



第
三
表
第
三
回
苗
代
雑
草
薬
剤
駆
除
試
験
(
6
周
16
自
撒
布
〉

6
J
U
7
日
観
察

6
月
18
日
観
察

6
月
2
0
日
観
察

商6
周:?5日

宿
泊
稼
の
枚
竃

坪薬
剤
名
及

の
大
き

籾
重

醤
摩

苗
|
雑
草
苗
|
雑
聾
菌
|
絡

主草
草
丈
|
分
業
総
重
|
籾
重
|
千
粒
璽
箔
敏

c
m
 

E
 
E
 
E
 

硫
10酸，%
2鐘立
警
な
し
少
し
黒
重
量
害
な
し
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分
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少
し
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善
事
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禾
他
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務
残
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書
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土
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薬
剤
に
よ
る
種
秘
の
扇
除
試
厳

第
一
一
一
録

二
九
六

硫
酸
五
%
溶
液
は
除
草
の
効
柴
は
著
し
け
れ
ど
、
他
の
何
れ
の
匿
に
於
で
も
雑
草
が
梢
大
な
り
し
食
、
抵
抗
力
が
第
て
第
二
回
よ
り
も

大
に
し
て
、
除
草
の
目
的
を
撞
せ
ざ
り
き
。
硫
安
二

O
M匪
は
稲
の
生
育
並
に
穀
牧
量
も
標
準
に
比
し
て
敢
て
劣
る
と
と
な
し
。

六
、
考

察

以
上
三
回
の
薬
剤
試
験
を
綜
合
し
て
考
察
す
る
に
、
撒
布
時
期
が
六
月
一
六
日
の
如
き
は
時
期
連
き
に
失
す
る
が
如
く
、
第
一
回
の
如
く

五
月
二
四
日
の
撒
布
は
早
期
に
失
し
て
、
後
に
再
び
雑
草
が
費
生
す
る
虞
る
り
。
さ
れ
ば
第
一
固
と
第
二
回
の
中
間
即
ち
五
月
下
旬
よ
り
六

月
始
の
聞
に
、
硫
酸
践
の
一

O
l二
O
M、
硫
安
の
一

0
1ニ
o
u
n、
苦
聾
汁
め
五
o
u
n、
堕
化
加
盟
の
一

o
d
n溶
液
を
坪
嘗
二
立
撒
布
す

れ
ば
、
稲
苗
に
殆
ん
ど
佐
官
念
く
し
て
除
草
の
効
果
十
分
な
り
。
叉
穀
牧
量
も
槙
準
に
優
る
も
劣
ら
ざ
る
結
果
を
見
る
な
り
。

寺
津
氏
は
硫
安
一

O
|二
O
匁
配
水
一
合
に
博
し
た
る
も
の
乞
坪
ニ
合
撒
布
す
と
述
べ
た
る
が
著
者
等
は
、
撒
布
の
操
作
を
容
易
な
ら
し

む
る
詩
め
如
露
に
て
坪
二
立
撒
布
と
・な
し
た
り
。
矯
め
に
窒
素
過
多
と
な
り
て
苗
は
車
問
出
来
と
な
り
た
れ

E
、
此
育
出
来
も
穀
牧
量
に
は
二

O
M二
立
程
度
な
ら
ば
決
し
て
悪
影
響
な
き
を
認
め
た
り
。
さ
れ
ど
噴
霧
器
を
用
ひ
て
可
及
的
少
量
を
施
す
を
可
た
り
と
す
。

試
験
の
結
果
を
要
す
る
に
苗
代
除
草
と
し
て
は
、
親
の
費
芽
後
に
襲
剤
一
を
撒
布
す
る
時
、
硫
酸
鶴
一

O
1ご
O
M、
聾
化
加
盟
一

o
d
n、

苦
盤
汁
E
o
d
w
或
は
硫
安
一

0
1二
O
M
の
溶
液
を
各
坪
嘗
二
立
が
有
効
な
る
を
認
め
た
り
。
他
の
硫
酸
二
・五
l
E
d
n、
堕
素
酸
加
里
、

石
友
窒
素
晴
マ

μ
首
を
著
し
く
害
す
る
が
故
に
、
使
用
不
可
な
る
乞
認
め
た
り
。

七
、
摘

要



て
苗
代
の
除
草
の
矯
め
、
硫
酸
第
一
館
、
硫
酸
、
盟
議
醜
加
里
.
自
量
化
加
虫
、
苦
盛
汁
、
石
友
、
石
友
窒
素
及
硫
安
等
生
施
用
し
て
、
そ

の
効
果
を
試
験
し
た
り
。

二
、
昭
和
一
六
年
五
月
二
四
日
、
六
月
一
一
一
目
、
及
び
六
月
一
六
日
の
三
固
に
、
右
礎
剤
叉
は
肥
料
を
撒
布
し
て
、
そ
の
後
の
苗
の
生
育
扶
況

及
び
雑
草
の
蹴
態
を
翻
察
し
、
最
後
に
稲
の
生
育
並
に
粗
の
牧
量
b
L
調
査
し
た
り
。
粗
種
子
は
旭
種
に
し
て
、
苗
代
は
普
通
の
水
苗
代
な

りH
C
害
な
く
し
℃
、
除
草
の
効
換
は
十
分
な
り
。
毅
牧
量
も
矯
め
に
械
や
る
と
と
注
し
。
硫
階
、
堕
一
一
端
酸
加
果
、
石
・
夜
空
業
等
は
首
を
著
し

三
、
一
二
回
の
試
験
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
、
そ
の
薬
剤
撒
布
適
期
は
五
月
下
旬
よ
り
六
月
始
の
聞
と
す
。
此
時
硫
酸
第
一
繊
の
一

0
1二
O

dn
、
硫
安
の
一

0
1二
O
d
n
.
苦
盛
汁
の
五
O
u
n
、
盟
化
加
里
の
一

o
u
w溶
液
等
を
そ
れ
ぞ
れ
坪
営
二
立
宛
撒
布
す
れ
ば
、
栢
苗
に
殆
ん

く
害
す
る
故
に
使
用
不
可
な
り
。

(3) 

植
本

光
雄

施
肥
に
よ
る
水
田
の
除
草
法
に
関
す
る
研
究

〈
第
一
、
二
綴
〉

日
本
作
物
製
曾
紀
事

第
五
容

第
四
貌

昭
和
八
年
ご
一
白
川

文

献

(1) 

伊
国車

誠
誠

農
作
物
病
害
血
に
雑
草
に
関
す
る
謝
査
及
誤
駿
成
績

北
海
道
農
事
試
駿
場
綴
皆

第
一
一
按

大
正
一

O
年
八
周

(2) 

寺
棒

保
房
肥
料
の
扱
瞬
静
肝
液
に
依
る
雑
草
の
防
除
に
就
て

農
業
及
園
都
割

第
五
省

第
七
駿

昭
和
歪
年
七
局

第
六
昌
也

第
三
披

昭
和
九
年
一
一
周

(
昭
和
一
七
年
七
周
一
七
日

大
原
農
業
研
究
所
)

置
摂
劃
用
に
よ
る
雑
草
の
駆
除
試
駿

第
三
綴

ニ
九
七


